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国 土 基 盤 モデル 小 委 員 会 では， 「 I F C 山 岳 トンネルプロダ ク トモデ ル」を作 成 し， プロダ ク トモデ ルの

利 活 用 方 法 に つ い て 成 果 をま と め た ． プ ロ ダ ク ト モ デ ル の 基 本 的 な 考 え 方 は， ラ イ フ サ イ ク ル を 通 じ て

発 注 者 ，施 工 者 ，設 計 者 が１つのモデル（プロダクトモデル）を共 有 し，データをやりとりしながら，活 用

効 率 を 高 め 生 産 性 向 上 を 図 ろ う と す る 方 式 で あ る ． ま た 国 土 交 通 省 の 推 進 す る C I M （ C o n s t r u c t i o n  

I n f o r m a t i o n  M o d e l i n g） との関 連 性 が高 いことか ら， C I M に関 する講 習 会 を実 施 し，プロダクトモデル

の必 要 性 について広 く周 知 を図 った．  
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１．はじめに  

 

平成 24 年度は土木分野の情報分野に 2

つの大きな動向が見られた．１つは国土交

通省の推進する CIM(Construction 

Information Modeling)の取組において，設

計分野の 11 モデル事業が試行されたこと，

もう１つは BIM の標準データフォーマット

である IFC が国際規格（ ISO）として発行さ

れたことである．土木分野におけるプロダ

クトモデルの国際的動向として，インフラ

ストラクチャーを対象としたプロダクトモ

デルの開発と標準化を推進する OpenINFRA

という活動が行われている．国内外ともに

３次元モデル活用の推進が加速化し，プロ

ダクトモデルの適用される環境が整いつつ

ある．  

 

２．研究活動の目的  

 

国土基盤モデル小委員会の活動は，モデ

ルで表現される仮想空間と実社会基盤をリ

ンクさせることにより生じる価値，効果を

高め，実装，普及に応用するための提言を

行うことを目的としている．３次元モデル

の活用という点では，設計や施工の単独フ

ェーズでも多くの利活用事例が紹介されてい

るが，本小委員会では，プロダクトモデルを

使用してデータ交換を実施し，それに伴う活

用効率や生産性向上を図ることで，ライフサ

イクルにおけるデータの有効活用と再利用の

実現性を高めることを主目的に捉える．  

 

３．研究活動の範囲  

 

平成 24 年度は山岳トンネルのプロダクト

モデルの利活用方法にテーマを絞り，以下の

４つのワーキングで利活用方法等の研究活動

を実施した．  

①統合モデル WG（主査  有賀委員）  

②プロダクトモデル検証 WG（主査  宇野委員） 

③３次元モデル WG（主査  千葉委員）  

④データ連携 WG（主査  藤澤副小委員長）  

 

４．活動概要  

 

上記４つのワーキングで活動を行い，成果

を取りまとめた．また，プロダクトモデルは

CIM との関連性が高いことから，CIM に関する

講演会を実施し，３次元モデルの有効性につ

いて広く周知を図った．  

 

 
１  ：  西 松 建 設 株 式 会 社  
２  ：  八 千 代 エンジニヤリング株 式 会 社  
３  ：  前 田 建 設 工 業 株 式 会 社  - 169 -



 

(1)  CIM に関する講演会の開催  

日時：平成 24 年 10 月 10 日（水）  

会場：日比谷コンベンションホール  

講演演目は下記のとおり．  

①  CIM をとりまく諸情勢と今後の展望（国

土交通省  大臣官房技術調査課  建設シ

ステム管理企画室長  高村  裕平氏）  

②  CIM が目指す理想を実現するために（日

本建設情報総合センター研究開発部  建

設 ICT 推進グループ長  元永  秀氏）  

③  設計からのアプローチ（建設コンサルタ

ンツ協会 CALS/EC 委員会データ連携専

門委員長  藤澤  泰雄氏）   

④  施工 CIM への取組みと課題について  

（日本建設業連合会  公共工事委員会  

ICT 部会  情報共有専門部会長  杉浦  伸

哉氏）  

⑤  CIM：学，経験，国際の観点からの提言 (大

阪大学大学院工学研究科環境・エネルギ

ー工学専攻  教授  矢吹 信 喜 氏 ) 

産 官 学 の各 代 表 の方 から CIM に関 する取 組

み課 題 や具 体 的 な方 策 ，将 来 展 望 等 について

話 題 提 供 を行 った． 

 

(2)  ワーキングの研究活動   

①  統合モデルに関する研究  

IFC 山岳トンネルプロダクトモデルスキ

ーマと実装を研究テーマとして活動を行っ

た．山岳トンネルプロダクトモデルスキー

マの作成については，その準備段階として，

プロダクトモデルの要素を整理するための

要素の概念構成図を作成し（図 -1）， IFC

への対応の検討，およびプロダクトモデル

による形状の表現方法の研究を行った．デ

ータの実装においては，３次元プロダクト

モデルの作成により，多大な効果が得られ

ると考えられる数量算出に着目し，従来手

法ではプロダクトモデルに属性として数量

情報を付加していたものを，積算・見積り

の精度を向上させるために，新たに数量算

出モデルを定義し数量エンティティと形状

エンティティの関連についての研究を行った． 
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図 -1 山 岳 トンネル要 素 概 念 構 成 図  

 

②  プロダクトモデル検証に関する研究  

山岳トンネルにおけるプロダクトモデル

の利活用方法のうち，計測データに着目して

効果の検証を行った．山岳トンネルでは，情

報化施工により計測管理が実施されており，

多くのセンサ等からリアルタイムでデータが

収集されている．現状は各データが独立して

管理されており，データ間の連携は図られて

いない場合が多い．各種データを１つの３次

元モデルで表示することで，技術者の理解度

が高まり，データの相関関係を容易に把握す

ることができる．例えば，デジタルカメラに

より撮影された切羽断面を，３次元的に表示

した場合，断層位置がどのように貫かれてい

るのがが，一目瞭然に判断可能となる（図 -2）． 

 
図 -2 切羽の３次元配置図  

ま た ， 変 位 の パ ラ メ ー タ は 切 羽 と の 離 隔 ，

時間があり日々刻々と変化する．断面方向の
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複数の計測箇所で，時間軸をパラメータと

するため，計測データは多数に及ぶ．各断

面で変位が管理値を超えた場合は，１箇所

のデータを監視するだけで警報を発するこ

とができるが，その要因を把握しようとし

た場合には，多数のデータを比較検討しな

ければならない．３次元モデルを使用した

場合，これらを１つの形状モデルで表示す

ることができるため，その判断も迅速かつ

容易になる．  

 

③  ３次元モデルに関する研究  

３次元可視化技術の現状を調査し，３次

元モデルの作成作業手順とその利用による

効果について取りまとめた．トンネルは，

本来は地中構造物であり直接の構造体を見

ることはできない．しかし，３次元設計を

コンピュータにより可視化することにより，

その姿を見ることができるためトンネル形

状の全体像を把握する上で非常に有効な手

段となる．調査・計画・設計データの３次

元化は全体像の把握の他，地層データの面

的把握，線形確認等に活用でき，後の施工

フェーズにも利用できるため，その利用価

値は大きい．施工段階では時間軸（４ D）を

考慮した可視化による効果を確認した．工

程進捗だけではなく，計測データ等を表示

したモデルに加える事で，変位量の経時変

化が可視化され，施工中のトンネルの状態

変化を的確に捉えることが可能となる．ま

た，３次元モデルでは属性情報を付与する

ことができ，形状データだけではなく対象

物の特質を現す情報も同時に保持し，関連

するデータ群はデータベースとして使用す

ることが可能となる．  

 

④  データ連携に関する研究  

プロダクトモデルを設計・施工に利用す

ると，さまざまな場面で，従来に比べて上

流側のプロセスで情報が決定されるフロン

トローディングが行われると考えられてい

る． IPD（ Integrated Project Delivery）

のように，設計・施工一括発注方式のような

考え方においては，施工者のノウハウを設計

の初期段階で取り入れることで，低コスト，

短工期，高品質を確保することを目指してお

り，より低コスト，短工期，高品質な成果を

納めることで，報酬（フィー）が上がる仕組

みをつくり，設計者，施工者のモチベーショ

ンを高めながらプロジェクトを成功に導くこ

とを意図している．このような考え方の中で

は，共通した基盤モデルを通してデータを共

有して利用していくことが重要となる．  

プロダクトモデルは，各フェーズでのデー

タに，次々にデータを付加して大きなモデル

となる情報連携の基盤モデルとなる（図 -3）．  

 

図 -3 フェーズ毎のデータ概念  

 

５．今後の活動計画  

今後の活動計画としては以下の 3 点につい

て実施していく． 1 点目は現在の研究テーマ

である山岳トンネルプロダクトモデルとその

利活用についての検討を深度化して成果をと

りまとめること． 2 点目は，３次元モデルを

活用した業務プロセスの有効性を広く周知し

てもらうこと． 3 点目はデータの維持管理手

法について，技術的な視点からとりまとめる

ことである．これらの成果を広く周知するた

め，セミナーや講習会等を開催して，利用者

数を増やす．  

一方，プロダクトモデルをデータベース的

に活用し，共有化を図り将来の維持管理フェ

ーズに適用しようとする場合には，データの
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更新方法が課題となる．管理する立場，デ

ータを更新する立場，将来データを使用す

る立場の人たちが連携を図り，常に最新の

データを維持しなければ，次第に廃れてし

まう．長期的なデータの維持管理手法につ

いても，上記計画と合わせて研究課題とし

て取り上げたいと考えている．  

 

６．まとめ  

ライフサイクルのデータは，非常に長い

期間でメンテナンスされていくため，使い

たい時に使えるよう，プロダクトモデルを

整備していくことが重要である．これまで，

データの保存方法が主に論じられてきたが，

今後は活用方法をメインに研究を進め，効

果的に利用しながらデータを蓄積し，セン

サ等を用いてライフサイクルにわたって更

新を行なっていく手法が望ましいと考える．

データモデルは多数の人と共有することに

よって，より効果的な運用が図られること

から，作成されたデータをできる限り活用

し価値を生み出す方策について，今後も検

討していく．  
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